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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成22年10月21日(2010.10.21)

【公表番号】特表2010-505241(P2010-505241A)
【公表日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-007
【出願番号】特願2009-527780(P2009-527780)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 235/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 241/36     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/62     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 235/02    ＣＳＰＢ
   Ｃ０７Ｄ 241/36    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/62    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/14    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月2日(2010.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記式：
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【化９５】

〔式中、Ａは、窒素、酸素および硫黄から選択される少なくとも１個のヘテロ原子、特に
１個の窒素原子と、窒素、置換窒素、酸素および硫黄から選択される少なくとも１個の更
なるヘテロ原子とを含む、５員、６員または７員芳香族複素環であり、
　Ｚ１は、下記：

【化９６】

－ＮＡ１Ａ１’、－Ｐ（＝Ｏ）Ａ４Ａ４’または－ＳｉＡ６Ａ７Ａ８であり、
　Ｚ２は、下記：

【化９７】

－ＮＡ２Ａ２’、－Ｐ（＝Ｏ）Ａ５Ａ５’または－ＳｉＡ６’Ａ７’Ａ８’であり、
　ＡｒおよびＡｒ’は、互いに独立して、場合により、Ｃ１～Ｃ２５アルキル（場合によ
り－Ｏ－で中断されていてもよい）またはＣ１～Ｃ２５アルコキシから選択される１つ以
上の基で置換されていてもよい、フェニルもしくはナフチルのようなＣ６～Ｃ１４アリー
ルであり、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたは
有機置換基であるか、あるいは
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたは
有機置換基であるか、あるいは
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立して、水素、ハロゲンまたは
有機置換基であるか、あるいは
　互いに隣接している、Ｒ１とＲ２、Ｒ４とＲ６、Ｒ２とＲ３、Ｒ５とＲ３および／また
はＲ５とＲ６は、一緒になって、場合により置換されていることができる、芳香族もしく
は芳香族複素環または環系を形成し、
　Ｒ７は、有機置換基であり、ここで同じ分子における２つ以上の置換基Ｒ７は、異なる
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意味を有してもよいか、または一緒になって、芳香族もしくは芳香族複素環、もしくは環
系を形成することができ、そして
　ｘは、０または１～５の整数であり；
　Ａ１、Ａ２、Ａ１’およびＡ２’は、互いに独立して、場合により置換されていること
ができる、Ｃ６～Ｃ２４アリール基、Ｃ２～Ｃ３０ヘテロアリール基、または下記：
【化９８】

の基であり、ここでＢＵは、架橋単位、例えば、下記：
【化９９】

であり、Ａ３およびＡ３’は、互いに独立して、場合により置換されていることができる
、Ｃ６～Ｃ２４アリール基またはＣ２～Ｃ３０ヘテロアリール基であるか、あるいはＡ１

とＡ１’またはＡ２とＡ２’またはＡ３とＡ３’は、それらが結合している窒素原子と一
緒になって、芳香族複素環または環系、例えば下記：

【化１００】

を形成し、ｍ’は、０、１または２であり；
　Ａ４、Ａ４’、Ａ６、Ａ７、Ａ８、Ａ５、Ａ５’、Ａ６’、Ａ７’およびＡ８’は、互
いに独立して、場合により置換されていることができる、Ｃ６～Ｃ２４アリール基または
Ｃ２～Ｃ３０ヘテロアリール基であり、
　Ｒ４１は、それぞれの場合に同一または異なっていることができ、Ｃｌ、Ｆ、ＣＮ、Ｎ
Ｒ４５Ｒ４５’、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、Ｃ４～Ｃ１８シクロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２

５アルコキシ基（ここで、互いに近接していない１個以上の炭素原子を－ＮＲ４５－、－
Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－もしくは－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－に代えることができ
る、および／または１個以上の水素原子をＦに代えることができる）、Ｃ６～Ｃ２４アリ
ール基またはＣ６～Ｃ２４アリールオキシ基（ここで、１個以上の炭素原子をＯ、Ｓもし
くはＮに代えることができるおよび／または１つ以上の非芳香族基Ｒ４１で置換すること
ができる）であるか、あるいは
　２つ以上の基Ｒ４１は、環系を形成し；
　Ｒ４５およびＲ４５’は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、Ｃ４～Ｃ１

８シクロアルキル基（ここで、互いに近接していない１個以上の炭素原子を－ＮＲ４５”

－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－もしくは－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－に代えること
ができる、および／または１個以上の水素原子をＦに代えることができる）、Ｃ６～Ｃ２

４アリール基またはＣ６～Ｃ２４アリールオキシ基（ここで、１個以上の炭素原子をＯ、
ＳもしくはＮに代えることができるおよび／または１つ以上の非芳香族基Ｒ４１で置換す
ることができる）であり；
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　Ｒ４５”は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基またはＣ４～Ｃ１８シクロアルキル基であり
、
　ｍは、それぞれの場合に同一または異なっていることができ、０、１、２または３、特
に０、１または２、とりわけ０または１である〕
で示される化合物を含む、エレクトロルミネセンス（ＥＬ）デバイス。
【請求項２】
下記式：
【化１０１】

〔式中、
　Ｒ１およびＲ４は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置
換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８

ペルフルオロアルキル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１

８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８ア
ルコキシ、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１８アルキ
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ル、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ

１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ

２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロア
リール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、
Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７

～Ｃ２５アラルキル、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されている
および／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロ
アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ

２０ヘテロアリール、Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８ア
ルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよ
び／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキル、Ｃ
Ｎまたは－ＣＯ－Ｒ２８であるか、あるいは
　Ｒ８およびＲ９は、一緒になって、下記：

【化１０２】

の基を形成し、ここで、Ｒ２０６’、Ｒ２０８’、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２

０８、Ｒ２０９およびＲ２１０は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置
換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８

アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アル
コキシ、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｇで置換されてい
るＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２

０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ７～Ｃ２５ア
ラルキル、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ１０は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断
されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４ア
リール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで
置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８ア
ルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断され
ているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキルまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ８’およびＲ９’は、互いに独立して、Ｈ、ＣＮ、－ＣＯＯＲ２７、－ＣＯＮＲ２５

Ｒ２６、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されてい
るＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、
Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換され
ているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル
、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ

１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキル、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ１１およびＲ１４は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅ
で置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ

１８ペルフルオロアルキル、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～
Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１

８アルコキシ、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１５およびＲ１６は、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１
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８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アル
キル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｇで置換されている
Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０

ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アル
コキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキ
シ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキル、ＣＮまたは－ＣＯ－Ｒ２８であり、
　Ｘは、Ｏ、ＳまたはＮＲ１７であり、ここでＲ１７は、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ

２～Ｃ２０ヘテロアリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル
もしくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されている、Ｃ６～Ｃ１８アリールもしくはＣ２

～Ｃ２０ヘテロアリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～
Ｃ１８アルキルであるか、あるいは
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ１とＲ２、Ｒ４とＲ６、Ｒ１１とＲ１２および／ま
たはＲ１４とＲ１６、Ｒ２とＲ３、Ｒ５とＲ６、Ｒ１２とＲ１３および／またはＲ１５と
Ｒ１６は、一緒になって、下記：

【化１０３】

の基を形成するか、あるいは
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ１５とＲ１３、および／またはＲ５とＲ３は、一緒
になって、下記：
【化１０４】

の基を形成し、ここで、Ｘ３は、Ｏ、Ｓ、Ｃ（Ｒ１１９）（Ｒ１２０）またはＮＲ１７で
あり、Ｒ１７は、上記で定義されたとおりであり、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７、Ｒ１

０８、Ｒ１０６’およびＲ１０８’は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅ
で置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ

１８アルコキシ、またはＥで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～
Ｃ１８アルコキシであり、
　Ｒ１１９およびＲ１２０は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されて
いるおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール
、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換さ
れているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニ
ル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されている
Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、またはＣ７～Ｃ２５アラルキルであるか、あるいは
　Ｒ１１９およびＲ１２０は、一緒になって、式：＝ＣＲ１２１Ｒ１２２の基を形成し、
ここで、
　Ｒ１２１およびＲ１２２は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換さ
れているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリ
ール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、または
Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリールであるか、あるいは
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　Ｒ１１９およびＲ１２０は、一緒になって、場合によりＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置
換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４

アリール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇ
で置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８

アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断さ
れているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキルまたは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１２

７で置換されていることができる５員または６員環を形成し、
　Ｒ１２７は、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８

アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ
－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｄは、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ２－；－Ｏ－；－ＮＲ２５－
；－ＳｉＲ３０Ｒ３１－；－ＰＯＲ３２－；－ＣＲ２３＝ＣＲ２４－；または－Ｃ≡Ｃ－
であり、
　Ｅは、－ＯＲ２９；－ＳＲ２９；－ＮＲ２５Ｒ２６；－ＣＯＲ２８；－ＣＯＯＲ２７；
－ＣＯＮＲ２５Ｒ２６；－ＣＮ；またはハロゲンであり、Ｇは、Ｅ、Ｃ１～Ｃ１８アルキ
ル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ

１～Ｃ１８アルコキシまたはＥで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ

１～Ｃ１８アルコキシであり、ここで、
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５およびＲ２６は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール
；Ｃ１～Ｃ１８アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８

アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル
であるか；あるいは
　Ｒ２５およびＲ２６は、一緒になって５員または６員環を形成し、Ｒ２７およびＲ２８

は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキルもしくはＣ１～
Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；また
は－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ２９は、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８ア
ルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－
で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ３０およびＲ３１は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ１８アリー
ル、またはＣ１～Ｃ１８アルキルで置換されているＣ６～Ｃ１８アリールであり、
　Ｒ３２は、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ１８アリール、またはＣ１～Ｃ１８アルキ
ルで置換されているＣ６～Ｃ１８アリールであり、そして
　Ａ１、Ａ２、Ａ１’およびＡ２’は、請求項１で定義されたとおりである〕
で示される化合物を含む、請求項１記載のＥＬデバイス。
【請求項３】
Ｒ１およびＲ４が、水素であり、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５およびＲ６が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中
断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８

アルコキシ、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキルまた
は基－Ｘ２－Ｒ１８であり、
　Ｒ８およびＲ９が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されている
Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、
Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、または基－Ｘ２－Ｒ１８であるか、あるい
は
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ２とＲ３、および／またはＲ５とＲ６が、一緒にな
って、下記：
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【化１０５】

の基を形成するか、あるいは
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ５およびＲ３が、一緒になって、下記：
【化１０６】

の基を形成し、ここで、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７およびＲ１０８が、互いに独立し
て、ＨまたはＣ１～Ｃ８アルキルであるか、あるいは
　Ｒ８およびＲ９が、一緒になって、下記：
【化１０７】

の基を形成し、ここで、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９およびＲ２

１０が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もし
くはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換され
ているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、またはＣ１～Ｃ１

８ペルフルオロアルキルであり、
　Ｒ１０が、Ｈ、Ｇで置換されていることができるＣ６～Ｃ１８アリール、Ｇで置換され
ていることができるＣ２～Ｃ１８ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断され
ているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコ
キシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ
または基－Ｘ２－Ｒ１８であり、ここでＸ２はスペーサーであり、例えばＣ６～Ｃ１２ア
リールまたはＣ６～Ｃ１２ヘテロアリール、特にフェニルまたはナフチルであり、これは
、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペル
フルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシまたはＥで置換されているおよび／もしくは
Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシにより１回以上、特に１～２回置換されてい
ることができ、Ｒ１８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８

アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｄで中断され
ているＣ１～Ｃ１８アルコキシまたは－ＮＲ２５Ｒ２６であり、
　Ｄが、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ２－；－Ｏ－；－ＮＲ２５－
；－ＣＲ２３＝ＣＲ２４－；または－Ｃ≡Ｃ－であり、
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５およびＲ２６が、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール
；Ｃ１～Ｃ８アルキルもしくはＣ１～Ｃ８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリ
ール；Ｃ１～Ｃ８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ８アルキルであるか
、あるいはＲ２５およびＲ２６が、一緒になって、５員または６員環を形成する
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式ＸまたはＸＩの化合物を含む、請求項２記載のＥＬデバイス。
【請求項４】
下記式：
【化１０８】

〔式中、Ｒ１０は、Ｈ、Ｇで置換されていることができるＣ６～Ｃ１８アリール、Ｇで置
換されていることができるＣ２～Ｃ１８ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中
断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８

アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アル
コキシまたは基－Ｘ２－Ｒ１８であり、ここでＸ２はスペーサーであり、例えばＣ６～Ｃ

１２アリールまたはＣ６～Ｃ１２ヘテロアリール、特にフェニルまたはナフチルであり、
これは、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１

８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシまたはＥで置換されているおよび／も
しくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシにより１回以上、特に１～２回置換さ
れていることができ、Ｒ１８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～
Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｄで中
断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシまたは－ＮＲ２５Ｒ２６－であり、
　Ｒ１１およびＲ１４は、水素であり、
　Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１５およびＲ１６は、水素であり、
　Ｒ１７は、Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロ
アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１

～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであるか、ある
いは
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ１５とＲ１３、Ｒ１２とＲ１３および／またはＲ１

５とＲ１６は、一緒になって、下記：

【化１０９】

の基を形成するか、あるいは
　互いに隣接している２つの置換基Ｒ１５およびＲ１３は、一緒になって、下記：

【化１１０】

の基を形成し、ここで、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７およびＲ１０８は、互いに独立し



(10) JP 2010-505241 A5 2010.10.21

て、ＨまたはＣ１～Ｃ８アルキルであり、
　Ｄは、－Ｓ－；－Ｏ－；または－ＮＲ２５－であり、
　Ｅは、－ＯＲ２９；－ＳＲ２９；－ＮＲ２５Ｒ２６；－ＣＮ；またはＦであり、Ｇは、
Ｅ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペ
ルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシまたはＥで置換されているおよび／もしく
はＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシであり、ここで、
　Ｒ２５およびＲ２６は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ８アル
キルもしくはＣ１～Ｃ８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ８

アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ８アルキルであるか、あるいは
　Ｒ２５およびＲ２６は、一緒になって、５員または６員環、特に下記：
【化１１１】

を形成し、そして
　Ｒ２９は、Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８アルコ
キシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中
断されているＣ１～Ｃ１８アルキルである〕
を有する化合物を含む、請求項２記載のＥＬデバイス。
【請求項５】
Ａ１、Ａ２、Ａ１’およびＡ２’が、互いに独立して、特に、フェニル、ナフチル、アン
トリル、ビフェニリル、２－フルオレニル、フェナントリルまたはペリレニルであり、こ
れは場合により置換されていることができ、例えば下記：
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【化１１２】

であるか、あるいはＡ１およびＡ１’、またはＡ２およびＡ２’が、それらが結合してい
る窒素原子と一緒になって、芳香族複素環または環系、例えば下記：
【化１１３】

を形成し、ｍ’が、０、１または２であり；
　ｍが、それぞれの場合に同一または異なっていることができ、０、１、２または３、特
に０、１または２、とりわけ０または１であり；
　Ｒ４１が、それぞれの場合に同一または異なっていることができ、Ｃｌ、Ｆ、ＣＮ、Ｎ
（Ｒ４５）２、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、Ｃ４～Ｃ１８シクロアルキル基、Ｃ１～Ｃ２５

アルコキシ基（ここで、互いに近接していない１個以上の炭素原子を－ＮＲ４５－、－Ｏ
－、－Ｓ－もしくは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－に代えることができる、および／または１個以上
の水素原子をＦに代えることができる）、Ｃ６～Ｃ２４アリール基またはＣ６～Ｃ２４ア
リールオキシ基（ここで、１個以上の炭素原子をＯ、ＳもしくはＮに代えることができる
および／または１つ以上の非芳香族基Ｒ４１で置換することができる）であるか、あるい
は
　２つ以上の基Ｒ４１が、環系を形成し；
　Ｒ４５が、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基、Ｃ４～Ｃ１８シクロアルキル基、（ここで、
互いに近接していない１個以上の炭素原子を－ＮＲ４５”－、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－もしくは－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－に代えることができる、および／または１個



(12) JP 2010-505241 A5 2010.10.21

以上の水素原子をＦに代えることができる）、Ｃ６～Ｃ２４アリール基、またはＣ６～Ｃ

２４アリールオキシ基（１個以上の炭素原子をＯ、ＳもしくはＮに代えることができるお
よび／または１つ以上の非芳香族基Ｒ４１で置換することができる）であり；
　Ｒ４５”が、Ｈ、Ｃ１～Ｃ２５アルキル基またはＣ４～Ｃ１８シクロアルキル基であり
、
　Ｒ１１６、Ｒ１１７およびＲ１１７’が、互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、－ＣＮ、Ｃ

１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ

１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２

～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１

８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されている
および／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキル
、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１２７、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１２７、または－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１２７Ｒ
１２６であるか、あるいは
　互いに隣接している置換基Ｒ１１６、Ｒ１１７およびＲ１１７’が、環を形成すること
ができ、
　Ｒ１１９およびＲ１２０が、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されて
いるおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリール
、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇで置換さ
れているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８アルキニ
ル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されている
Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、またはＣ７～Ｃ２５アラルキルであるか、あるいは
　Ｒ１１９およびＲ１２０が、一緒になって、式：＝ＣＲ１２１Ｒ１２２の基を形成し、
ここで、
　Ｒ１２１およびＲ１２２が、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換さ
れているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４アリ
ール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、または
Ｇで置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリールであるか、あるいは
　Ｒ１１９およびＲ１２０が、一緒になって、場合によりＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置
換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ２４

アリール、Ｇで置換されているＣ６～Ｃ２４アリール、Ｃ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｇ
で置換されているＣ２～Ｃ２０ヘテロアリール、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、Ｃ２～Ｃ１８

アルキニル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断さ
れているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ７～Ｃ２５アラルキルまたは－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１２

７で置換されていることができる５員または６員環を形成し、
　Ｒ１２６およびＲ１２７が、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１

８アルキルもしくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ

１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｄが、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、－Ｏ－、－ＮＲ６５－
、－ＳｉＲ７０Ｒ７１－、－ＰＯＲ７２－、－ＣＲ６３＝ＣＲ６４－、または－Ｃ≡Ｃ－
であり、
　Ｅが、－ＯＲ６９、－ＳＲ６９、－ＮＲ６５Ｒ６６、－ＣＯＲ６８、－ＣＯＯＲ６７、
－ＣＯＮＲ６５Ｒ６６、－ＣＮ、またはハロゲンであり、
　Ｇが、ＥまたはＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ６３、Ｒ６４、Ｒ６５、Ｒ６５’およびＲ６６が、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１

８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ

１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アル
キルであるか；あるいは
　Ｒ６５およびＲ６６が、一緒になって、５員または６員環を形成し、
　Ｒ６７およびＲ６８が、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８ア
ルキルもしくはＣ１～Ｃ１８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～
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Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ６９が、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキ
シで置換されているＣ６～Ｃ１８アリール；Ｃ１～Ｃ１８アルキル；または－Ｏ－で中断
されているＣ１～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ７０およびＲ７１が、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ１８アリー
ル、またはＣ１～Ｃ１８アルキルで置換されているＣ６～Ｃ１８アリールであり、そして
　Ｒ７２が、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ６～Ｃ１８アリール、またはＣ１～Ｃ１８アルキ
ルで置換されているＣ６～Ｃ１８アリールであるか、あるいは
　Ａ１、Ａ２、Ａ１’およびＡ２’が、互いに独立して、下記：
【化１１４】

の基であり、ここでＢＵが、下記：
【化１１５】

であり、ここでＲ４１およびｎが請求項１で定義されたとおりである
請求項１～４のいずれか１項記載のＥＬデバイス。
【請求項６】
下記：
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【化１１６】



(15) JP 2010-505241 A5 2010.10.21



(16) JP 2010-505241 A5 2010.10.21



(17) JP 2010-505241 A5 2010.10.21



(18) JP 2010-505241 A5 2010.10.21

から選択される化合物を含む、請求項１～５のいずれか１項記載のＥＬデバイス。
【請求項７】
陰極、陽極、その間に、ホスト材料を含有する発光層、およびリン光性発光材料を含み、
ホスト材料が式Ｉの化合物である、請求項１～７のいずれか１項記載のエレクトロルミネ
センスデバイス。
【請求項８】
下記式：
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【化１１７】

〔式中、
　Ａ、Ｚ１、Ｚ２、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびｘは、請求項１で
定義されたとおりである〕で示されるが、但し、下記式：

【化１１８】

〔式中、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ、Ｈ原子、（置換）アルキル基、アラルキル基、アリー
ル基または複素環基であり、ここでＲ１とＲ２およびＲ３とＲ４は、それぞれ、Ｎ原子と
一緒になって５員～７員環を形成してもよく、そして、Ｒ５～Ｒ７は、それぞれ、Ｈ原子
、（置換）アルキル基、アルコキシ基、ハロゲン原子またはニトロ基である〕により表さ
れるフェナジン化合物が除外される
化合物。
【請求項９】
太陽電池、特に色素レーザーおよびエレクトロルミネセンスデバイスのための、請求項８
記載の式Ｉの化合物の使用。
【請求項１０】
Ｚ１およびＺ２が、互いに独立して－ＮＡ１Ａ１’または下記：
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【化１１９】

であり、ｍ’が、０、１または２である請求項８記載の式Ｉの化合物の調製方法であって
、下記式：
【化１２０】

〔式中、Ｘ１０は、ヨードのようなハロゲンを表す〕
で示される化合物を、式：ＨＮＡ１Ａ１’または下記：

【化１２１】

の化合物と、塩基および触媒の存在下、溶媒中で反応させることを含み、ここでＲ７、ｘ
、Ａ、Ａ１、Ａ１’、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ４１およびｍが、請求項
１で定義されたとおりである
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
－ＮＡ２Ａ２’、－Ｐ（＝Ｏ）Ａ５Ａ５’または－ＳｉＡ６’Ａ７’Ａ８’であり、
　ＡｒおよびＡｒ’は、互いに独立して、場合により、Ｃ１～Ｃ２５アルキル（場合によ
り－Ｏ－で中断されていてもよい）またはＣ１～Ｃ２５アルコキシから選択される１つ以
上の基で置換されていてもよい、フェニルもしくはナフチルのようなＣ６～Ｃ１４アリー
ルであり、
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００９４】
の基を形成し、ここで、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９およびＲ２

１０は、互いに独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｅで置換されているおよび／もし
くはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｅで置換され
ているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ、またはＣ１～Ｃ１

８ペルフルオロアルキルであり、
　Ｒ１０は、Ｈ、Ｇで置換されていることができるＣ６～Ｃ１８アリール、Ｇで置換され
ていることができるＣ２～Ｃ１８ヘテロアリール、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断され
ているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコ
キシ、Ｅで置換されているおよび／もしくはＤで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシ
または基－Ｘ２－Ｒ１８であり、ここでＸ２はスペーサーであり、例えばＣ６～Ｃ１２ア
リールまたはＣ６～Ｃ１２ヘテロアリール、特にフェニルまたはナフチルであり、これは
、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペル
フルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシまたはＥで置換されているおよび／もしくは
Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８アルコキシにより１回以上、特に１～２回置換されてい
ることができ、Ｒ１８は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｄで中断されているＣ１～Ｃ１８

アルキル、Ｃ１～Ｃ１８ペルフルオロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｄで中断され
ているＣ１～Ｃ１８アルコキシまたは－ＮＲ２５Ｒ２６であり、
　Ｄは、－ＣＯ－；－ＣＯＯ－；－Ｓ－；－ＳＯ－；－ＳＯ２－；－Ｏ－；－ＮＲ２５－
；－ＣＲ２３＝ＣＲ２４－；または－Ｃ≡Ｃ－であり、ここで、
　Ｒ２３、Ｒ２４、Ｒ２５およびＲ２６は、互いに独立して、Ｈ；Ｃ６～Ｃ１８アリール
；Ｃ１～Ｃ８アルキルもしくはＣ１～Ｃ８アルコキシで置換されているＣ６～Ｃ１８アリ
ール；Ｃ１～Ｃ８アルキル；または－Ｏ－で中断されているＣ１～Ｃ８アルキルであるか
、あるいはＲ２５およびＲ２６は、一緒になって、５員または６員環を形成する。
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